（2）神奈川県藤沢市・ハートピア湘南（知的障害者通所授産施設）

※コンサルタント：進和経営

　●モデル事業取り組み以前の作業の内容　（※工賃水準ステップアップ対象科目）
　　※本体施設 － クリーニング、ネジバリ取り、マンション清掃、軽作業、など

　　※分場 － 喫茶、軽作業　　※第二分場 － ガラス緩衝材、軽作業、など

　●工賃水準ステップアップの方向性

　　→ 施設外授産（企業内作業）の開拓による工賃の底上げ（新規開拓）

　　→ 現行作業の強化（クリーニングの作業効率向上、喫茶の顧客エリアの拡大など）

　●工賃アップ目標達成のための改善計画の概要

　　・ 施設外授産の開拓 ： ２ヵ所＋さらなる開拓

　　・ クリーニング作業 ： 生産性アップ、コストダウン、受注開拓

　　・ 喫茶 ： リピーターの獲得、顧客エリアの拡大

　　・ 軽作業 ： 収益の高い作業の開拓　　・ 清掃 ： 新規開拓

　●計画実行スケジュールの概要

　　・18年度 － 構想案の作成、施設外授産１ヵ所開拓、現行作業の課題抽出・強化

　　　　　　　　　※クリーニング作業者数の削減 → 施設外授産（新規開拓）への移行

　　・19年度 － 構想案の適合化・実行とフォロー、施設外授産１ヵ所開拓

　　　　　　　　 現行作業の強化（生産効率アップ、受注拡大、リピーター獲得、他）

　　・20年度 － 施設外授産１ヵ所開拓、現行作業の強化

　●地域ネットワーク会議の委員の選定プロセス

　　　施設外授産（企業内作業）の開拓を念頭におき、労働サイドから藤沢商工会議所、湘南地域連合（労働組合）、税理士（社会福祉法人の会計について精通している方）を選定。福祉サイドからは、藤沢市障害福祉課、神奈川県セルプセンターから選定した。さらに受注獲得のため、営業経験豊富な企業ＯＢにも参画いただき、当初計画にある営業ノウハウの獲得を目指した。委員総数については、短い期間の中でネットワーク会議を効率的かつスケジュール調整が柔軟に行えるよう、６名という少人数での構成となった。

　●具体的数値目標と達成度
	
	17年度実績
	18年度の実績

（事業完了時点）
	19年度の目標
	最終目標

（20年度）

	平均工賃

(目標)金額
	18,741円
	実績： 19,683円

目標：　19,656円
	25,000円
	34,000円


＜参考＞ 平成18年度部門別平均工賃実績

	
	クリーニング
	喫茶店
	緩衝材
	その他

(施設外授産等)

	平均工賃

金額
	20,235円
	18,402円
	11,865円
	35,000円


　●モデル事業における効果

　 ① 利用者への効果
この事業を通じていちばん変化の大きかったクリーニング作業の現場を見てみると、作業量の増加など、急激な変化があったにもかかわらず、利用者自身は大過なく過ごせているように感じられる。利用者個々のようすをみても、作業量が増えて確実に忙しくなっているが、作業場の人数が減り、自分の役割が明確化されたことで集中して作業に取り組める環境が出来つつあるように感じられる。

　 ② 職員への効果
事業の実施により、いちばん混乱をきたしているのが施設職員である。施設外（企業内）作業の実施は、今まで施設内で働いていた職員が施設外に利用者を引率することで、その分を施設内に残る職員がカバーしていかなければならないため、仕事量的にも精神的にも職員に負担をかけることになる。また利用者の支援中心のスタイルから、作業の先頭に立って従事するスタイルに変わらざるを得ない状況となっている。

　 ③ 施設全体への効果
施設・法人全体での効果を客観的に判断できる状況には至っていないのが実状だが、施設・法人が一体となって高工賃を目指して具体的な活動を行っていることは事実。

　●今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望

　　・ 施設がコンサルタントを活用するという姿勢が弱かったことが最大の反省点。

　　・ 大枠として、平成19年度の目標工賃（平均25,000円）を達成するための作業の種類・作業量は共に確保できたと思う。

　　・ ただし、最終の目標工賃（平均34,000円）を目指すためには、さらに仕事量を増やさざるを得ない状況となるので、現在受注している単価などを含めて検証していく必要がある。

　●コンサルタントの総合評価

　　・ 地域ネットワーク会議において、施設外作業を重点に議論・活動展開を行ってきた。今年度目標の達成ができた背景には、モデル事業といった良い意味でのプレッシャーと使命感がメンバー全員にあったからだと思う。コミュニケーションの重要性、組織のあり方、指導・支援のあり方、論より行動力などを体感されたと思う。

　　・ 高工賃の獲得への期待が個人差はあるものの、どの程度実現されたのか、また一方で作業場・作業環境・人間関係などの変化にともなう適応度などの実態を本人、家族からヒアリングして把握する必要があると思う。

　●工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）の進め方に対する意見・提案

　（モデル事業実施施設の立場から）

　　・ 準備期間を含めて半年では期間が短い。概ね１年くらいの期間が必要。

　　・ コンサルタントの選び方におけるポイント等のレクチャーの機会があった方がよい。

　　・ 事業実施前に、実施施設の研修会やコンサルタントの研修会を行うなど、相互理解や共通理解を得る機会を設けることが必要。

　　・ 事業実施の際に、他のモデル施設の状況をこまめに知ることのできる機会が必要。
　（コンサルタントの立場から）

　　・ 契約前に十分な実態把握をし、改善余地、改善項目と目標、コンサルティングの考え方・進め方、などについて施設経営者・担当者とコンセンサスを図っておく。

　　・ 常に連絡をとり合い、活動情報の共有化を図る。

　　・ できるだけ現場に出て関係者とコミュニケーションを図り、実態を正しく把握する。

　　・ 地域ネットワーク会議はコンサルタントも企画・運営に積極的に携わる。






②ハートピア湘南（知的通所授産施設）





②ハートピア湘南（知的通所授産施設）
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